
【資料１－③】 
 

３．経営戦略における取組の進捗状況 

 

基本方針１ 水道施設の強化  

  

＜基幹管路耐震適合率の向上＞ 

   ○目標：平成３９年度までに５０％以上へ向上させる 

    実績：平成２９年度で２４．０％（前年度より３．９％向上） 

 

基幹管路耐震適合率（％） 

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

向日市実績 １８．１％ ２０．１％ ２４．０％ 

指標の説明 耐震適合性のある基幹管路の割合を表しています 

動向 

平成２７年度から積極的な耐震化に取り組んでいますが、

平成２８年度の京都府内の平均値３１．９％、全国平均３

８．７％をいずれも下回っている状況です。 

 

  ＜物集女西浄水場の耐震化＞ 

   ○目標：平成３１年度までに完了 

    実績：平成２９年度 急速ろ過池、酸化池の耐震化を完了 

 

基本方針２ 世代間の公平性の確保 

 

   ○目標：平成３９年度の一人あたり企業債残高 ５万円以下 

    実績：平成２９年度 ４万６，２１９円（前年度より６７０円増） 

    参考：企業債残高 平成２９年度 ２６億８，１１８万円 

 

企業債残高対給水収益比率（％） 

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

向日市実績 ２２３．０４％ ２４１．０３％ ２４７．０３％ 

指標の説明 
給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の

規模を表す指標です。 

動向 

平成２９年度も、水道施設の耐震化を進めたことから、企

業債の発行額が増加し、前年度より６％数値が悪化してい

ます。 



【資料１－④】 
  基本方針３ 財源の確保     

 

 

   ○目標：経常収支比率の維持 

    実績：平成２９年度 １１７．０８％（ほぼ前年度と同様） 

 

 

経常収支比率（％） 

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

向日市実績 １１６．１３％ １１７．１１％ １１７．０８％ 

指標の説明 

料金収入等の収益で、受水費や支払利息等の費用をどの程

度まかなえているかを表す指標であり、１００％以上とな

っていることが必要な指標です。 

動向 

経営の状況は概ね良好であり、ここ数年はほぼ同様の比率

を維持しています。今後も現在の水準を維持していく必要

があります。 

 

 

 

 

   ○目標：流動比率の２００％以上の維持 

    実績：平成２９年度 ３２３．６％（前年度より６８．９％改善） 

 

流動比率（％） 

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

向日市実績 ２５３．７４％ ２５４．７４％ ３２３．５８％ 

指標の説明 
１年以内に支払うべき債務に対して、支払うことができる

現金等がどれだけあるかを示す指標です。 

動向 

継続的な利益の確保により、流動資産はやや増加傾向とな

っており、数値の改善が図られた。年度末に借り入れる現

金の影響も大きく、今後は緩やかに悪化していくことが見

込まれます。 

 


